
 

 

  

“春ちゃんのひとりごと”VOL.５３「急遽！！３月特別号♪」 
こんにちは、店主春日健二です。例年ですとこの時期に 
「春ちゃん通信」は出さないのですが・・・ 
次のイベントお便りまで少々時間が空いちゃうなぁ～・・・どうしよう？？ 
と考えていたら・・・ 
そうだ！！先回、楽しんでいただいた“ラッキーカードフェスタ”をやっちゃおう♪と思
い立ちまして、急遽、春ちゃん通信お手紙の準備をしてみました。 
喜んでいただけますでしょうか(^^;) 

チビ社長の“無敵の看板娘”通信♪ Vol.２７ 
「十日町雪まつり」 

２月１６日、チビ社長、桃羽は初めての十日町雪まつり 
ツアーへ・・・。私、春ちゃんも“マッチ”とか“シブガキ隊”
が来た頃に行った以来なので、３０数年ぶりでしょうか。。 
行きは越後湯沢経由でしたので、ついでにチビ社長も
大好きな新幹線デビューも果たすことが出来ました（笑） 
当日はあいにくの雪模様でしたが・・・ 
そこは雪まつり♪ 
たくさんの雪像と十日町の 
みなさまの温かさに包まれ 
楽しい時を過ごすことができました。 
チビ社長、桃羽はジブリの雪像が 
お気に入り♪ 
“ねこバス”や“トトロ”の雪像を 
見つけるとご機嫌(^^) 

「職場の教養」通信    Vol. ２０ 
当店スタッフは、毎朝「職場の教養」という冊子を読んで仕事を始めてい
るのですが、日々の生活にも役立つ大切な気づきがあります。 
「祈りの力」（2013 年 3 月 11 日記事） 

「祈りには間違いなくエネルギーがあるはずです」と語るのは、遺伝子の
研究者として著名な筑波大学名誉教授の村上和雄氏です。 
氏によれば、アメリカの病院で他人から祈られた患者とそうでない患者

の経過の違いについて調査したところ、治療効果に明らかな変化が認
められました。 
被験者は三九三人の心臓病患者で、祈られた患者たちは人工呼

吸や透析といった治療を受けることが少なかったといいます。 
まさにそれは、祈りの力というべきものかもしれません。ただし、「それは自

分の欲得のための祈りではなく、他人に対する愛や誠に満ちあふれた真
心からの祈りであることが大切です」と村上氏は言うのです。 
東日本大震災が発生して今日で早二年となります。この日この時の

出来事を風化させないためにも、改めて私たち一人ひとりが被災地に思
いを馳せ、犠牲となった多くの人々に鎮魂の祈りを捧げたいものです。 
一日も早く復興が遂げられるよう、真心のエネルギーを送りましょう。 

今日の心がけ◆人の幸せを祈りましょう 
↑あれから早二年。私たちにできること。まずは「忘れない」こと。  

「忘れてはいけない」                       春ちゃん 
 


